
札内東学園だより
　学校評価の一環として、児童生徒・保護者・教職員・地域のみなさまを対象にアンケートを実施いたしました。お忙しい中、たくさん

の方にご協力いただきまして誠にありがとうございました。今回、保護者のみなさまからは176件、地域のみなさまからは11件のご回答

をいただきました。7月までの札内東学園の取り組みについて、いただいたアンケート結果をもとに分析・評価を行いましたので、その概

要を以下のとおりご報告いたします。

白人小学校・札内北小学校・札内東中学校

夏
2026

  東学園の活動の様子

あいさつ週間

　7月13日(月)から17日(金)まで、

朝の登校時にオンラインで3校をつ

ないで、あいさつ運動に取り組みま

した。

合同研修会

　7月16日(木)に白人小学校で、教

育出版の庭田さんを講師に招いて3

校合同の研修会を行いました。

小学校乗り入れ授業

　白人小、北小の6年生の外国語

（英語）の時間には、東中学校の英

語の先生が定期的に加わり、一緒に

授業を行っています。

児童生徒・保護者・地域住民・教職員へのアンケート結果を分析し、学園の現状をまとめました。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者が
「子どもの安全」を意識
家庭内での安全確保や見守りの
意識が非常に高く、子どもの
安心を支えています。

教職員が「自己決定」
の場を授業に導入
子どもが自ら考え、決める
機会を増やす学習活動が
定着しています。

地域住民が
「温かな声かけ」を実践
登下校時の挨拶や見守りなど
地域全体で子どもを育む
土壌があります。

学習や学校の様子を話題にす
る家庭が多く、学校と家庭の
連携が強固です。

行事への応援や日常の生活を
通じ、子どもたちが地域に愛
されている実感があります。

教職員の働きかけにより、ペ
ア・グループワークでの協力
や表現活動が活発です。

地域の歴史や文化を学ぶ機会
を増やし、ふるさとを愛する
心を醸成します。

いじめ対応や学園での連携を
強化し、保護者の不安に寄り
添う体制を整えます。

乗り入れ授業等の効果を検証
し、教職員が子どもと向き合
う時間を確保します。

小中一貫教育の質的向
上と負担軽減の両立

「元気に挨拶してくれる小
学生の姿に、いつも元気を
もらっています」　　　

「先生方が子どもの相談に
すぐ対応してくれ、安心し
て通わせられます」　　　

「もっと地域貢献できる
イベントがあれば、　　　
親子で参加したいです。　

これからの挑戦!今後の改善ポイント　　　

危機管理体制の 

高度化と情報共有

～アンケート集計結果報告～


